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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面表面に固定するベース表面およびベーススクリュースレッドを含むベース部材と、
　上側スクリュースレッド及び上昇または降下される荷を支持する上面を有する上側部材
と、
　少なくとも１つの中間部材であって、前記ベース部材及び前記上側部材の間に配置され
、前記各中間部材は隣接する部材のそれぞれのスクリュースレッドに係合する第１及び第
２のスクリュースレッドを含む前記中間部材と、
　前記部材の各々の相対移動を許容し、前記上面を上昇または下降させる駆動手段であっ
て、
　前記ベース表面及び前記上面の間に設置され、前記ベース表面に対して前記上面を実質
的に上昇または降下させる主油圧駆動シリンダと、
　前記各中間部材を回転させる予備駆動モーターと、
　前記駆動手段が操作される時、前記各中間部材の回転を許容しながら、前記上側部材及
び前記ベース部材の回転運動を実質的に制限するリニア軸受と、
　制御装置であって、前記制御装置は、ユーザによって操作可能であって、前記予備駆動
モーターを介して前記各中間部材の協働的な回転運動を制御しながら、前記下面に対して
前記上面のほぼ鉛直方向の移動を影響する前記油圧駆動シリンダの動作を同時に制御する
ことによって、前記ジャッキ装置の上昇または降下を制御する制御装置と含む駆動手段と
　を含むジャッキ装置。
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【請求項２】
　請求項１に記載のジャッキ装置において、前記ジャッキ装置は、ほぼ管状をなしており
、前記ベーススクリュースレッドは前記ベース部材の内側表面に設けられ、前記上側スク
リュースレッドは前記上側部材の外側表面に設けられ、前記第１及び第２のスクリュース
レッドは前記中間部材または各中間部材の内側表面及び外側表面に設けられることを特徴
とするジャッキ装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のジャッキ装置において、前記歯車装置は、
　前記リニア軸受に操作可能に接続され、前記予備駆動モーターによって駆動される第１
歯車と、
　前記中間部材に操作可能に接続され、前記第１歯車と操作可能に係合し、前記予備駆動
モーターが回転される時、前記中間部材の回転を許容する第２歯車と
　を含むことを特徴とするジャッキ装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のジャッキ装置において、前記上面が最終位置に移
動される場合、前記油圧シリンダは前記スクリュースレッドが前記ジャッキ装置において
、何れかの荷を実質的に支持するように少々後退することを特徴とするジャッキ装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のジャッキ装置において、前記上面が移動される場
合、前記油圧シリンダは前記スクリュースレッドに加えられた、何れかの荷重を解放する
ように少々持ち上げられ、前記油圧シリンダ及び前記予備駆動モーターは、前記ジャッキ
装置の上昇または降下を影響するようにほぼ同時に操作されることを特徴とするジャッキ
装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のジャッキ装置において、前記制御装置は前記ユー
ザによってキーボード、コンピューター、ＰＤＡまたは他の入力装置を介して操作可能で
あり、前記入力装置は通信チャンネルを介して前記制御装置に操作可能に接続され、前記
通信チャンネルは有線または無線チャンネルを介して前記ジャッキ装置にローカルまたは
遠隔に接続するように設けられることを特徴とするジャッキ装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のジャッキ装置において、少なくとも１つの他のジ
ャッキ装置に操作可能に接続され、また、荷を持ち上げるために、別々または同時に操作
するように制御されることを特徴とするジャッキ装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載のジャッキ装置において、前記予備駆動モーターは
電気または油圧駆動モーターを含むことを特徴とするジャッキ装置。
【請求項９】
　荷を持ち上げるジャッキ方法であって、
　請求項１～８のいずれか１項に記載の少なくとも１つのジャッキ装置を床面表面及び前
記荷の間に設置する手段と、
　上面の上昇または降下を制御するように制御装置を操作し、前記荷を上昇または降下さ
せる手段と
　を含むジャッキ方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の荷を持ち上げるジャッキ方法において、複数のジャッキ装置は前記床
面表面及び前記荷の間に設置され、前記ジャッキ装置において、前記制御装置はユーザか
ら入力情報を受信し、前記複数のジャッキ装置の各々は前記荷の上昇または降下を制御す
ることを特徴とするジャッキ方法。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明はジャッキ装置に関する。特に、本発明はプロップ装置またはジャッキ装置に関
する。プロップ装置またはジャッキ装置は、床面表面の上に荷または物体を突っ張り、ま
たは持ち上げて、そして上昇された位置に保持することができる。
【０００２】
　本発明は特に重量物を持ち上げることに適用される。重量物は、例えば、車両または他
の機械、特に、採鉱装置及び土工機械などである。重量物は一般に最初に持ち上げられ、
そして、包装材料はそれに従って供給される。これによって、作業員または他の装置は、
相対的な安全性を持つ上で、上昇された機械または他の荷の表面の下で作業できる。
【背景技術】
【０００３】
　何れかの従来の公開文献の明細書（またはそこから由来した情報）に係る参照文献また
は周知技術に係る参照文献は、本明細書に関する発明の示唆として認められない。
　現在、例えば、土工機械及び採鉱装置などの重機械のメンテナンス及び修理を実行する
ために、修理される機械の下方に作業員やサービス装置が接近することは必要である場合
、ジャッキは通常に利用される。
【０００４】
　このようなジャッキは代表的に油圧ジャッキまたは空圧ジャッキである。これらは一定
の高圧に維持される流体に依存する。一旦該装置が駆動されたら、メンテナンス作業員は
一般的に機械の下方で要求された修理作業を実行する。
【０００５】
　このような油圧システムは時々故障し、またはリークすることは良く知られている。こ
れによって、潜在的な大事故の影響を与える、緩徐または突然のシステムの故障が引き起
こされる。
【０００６】
　これは労働衛生及び安全の意味を有する。多数の状況において、これは相当危険である
。いくつかの状況において、メンテナンス及び修理人員は、単に油圧システムによって機
械を所定位置に維持する、重い荷の下にある危険環境において、かなり長い時間、一般的
に数時間がかかって作業が行われる。この危険性は強風の環境などの多数の室外環境にお
いて、更に増加される。風の強い環境において、機械が吹かれ、斜めに傾斜し、または落
下するという相当高い危険性を有する問題がある。
【０００７】
　いくつかの状況において、このような危険性はパッキングを利用することによって、最
小化される。即ち、１つ以上のジャッキが最初に重機械を要求された高度まで持ち上げた
後、包装材料はその下に取り付けられる。包装材料は上昇された位置に設置された装置に
吊り上げられている。これによって、サービス要員及びメンテナンス装置は上昇された装
置の下方の周りに移動することができる。従って、作業者が包装材料を取り付けることに
かかった時間だけ高い危険な状態にいるため、前記危険性は最小化される。
【０００８】
　一旦メンテナンスまたは修理作業が完成したら、ジャッキは機械を再度上昇させる。そ
して、作業員が包装材料を除去し、装置がその正常な操作位置に降下される。従って、作
業員が包装材料の除去作業を行う際に、再び危険な状態に置かれる虞がある。
【０００９】
　上述のように、本発明の出願人は複数の従来技術に記載された欠点を克服する装置を発
明する。出願人の所有名義による初期装置は特許文献１に開示され、その全体を本明細書
に組み込む。
【００１０】
　出願人の所有名義による初期装置はジャッキ装置を提供する。前記ジャッキ装置は、床
面表面と固定するベース部材と、上昇または降下される物体を支持する上面を有し、前記
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ベース部材に対して移動可能な可動部材と、前記ベース部材または前記可動部材のうち何
れかと関連するねじ軸と、前記ベース部材または前記可動部材の他と関連する案内手段で
あって、前記ねじ軸と協働するねじ表面を含む案内手段と、前記ねじ軸、即ち前記ガイド
手段を回転する駆動手段であって、前記可動部材は前記ベース部材に対して移動されるこ
とを許容されることで前記上面を上昇または降下させる駆動手段と、を含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】国際出願ＰＣＴ／ＡＵ２００８／００１２１８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は従来技術の欠点を克服し、または少なくとも従来技術の装置の代替案を提供す
る。
　本発明は増加された安全特性を含むジャッキ装置を提供する。
【００１３】
　更に、本発明は伸縮装置を提供する。伸縮装置はコンパクトに収納され、荷を相当な高
さにまで上昇させる。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　広い実施形態において、本発明に係るジャッキ装置は、床面表面に固定するベース表面
およびベーススクリュースレッドを含むベース部材と、スクリュースレッドを含み、上昇
または降下される物体を支持する上面を有する上側部材と、少なくとも１つの中間部材で
あって、前記ベース部材及び前記上側部材の間に配置され、各中間部材は隣接する部材の
それぞれのスクリュースレッドに係合する第１及び第２のスクリュースレッドを含む中間
部材と、前記隣接する部材に対して少なくとも１つの前記部材の移動を許容し、前記上面
を上昇または下降させる駆動手段とを含む。
【００１５】
　望ましくは、前記駆動手段は主駆動手段及び予備駆動手段を含み、各駆動手段は電気駆
動モーター、油圧または空圧シリンダ及び他の駆動手段のうち少なくとも１個から選択さ
れる。
【００１６】
　更に望ましくは、前記装置はほぼ管状をなしており、前記ベーススクリュースレッドは
前記ベース部材の内側表面に設けられ、前記上側スクリュースレッドは前記上側部材の外
側表面に設けられ、前記第１及び第２のスクリュースレッドは前記中間部材または各中間
部材の内側表面及び外側表面に設けられる。
【００１７】
　望ましくは、前記ジャッキ装置は更にリニア軸受を含み、前記リニア軸受は前記駆動手
段が操作される時、前記上側部材及び前記ベース部材の回転運動を実質的に制限する。
　望ましくは、前記ジャッキ装置は更に歯車装置を含み、前記歯車装置は前記駆動手段が
操作される時、前記中間部材の回転を許容する。
【００１８】
　望ましくは、前記歯車装置は、前記リニア軸受に操作可能に接続され、前記駆動手段に
よって駆動される第１歯車と、前記中間部材に操作可能に接続され、前記第１歯車ホイル
と操作可能に係合し、前記駆動手段が回転される時、前記中間部材の回転を許容する第２
歯車とを含む。
【００１９】
　更に望ましくは、前記ジャッキ装置において、前記歯車装置は、電気駆動手段によって
駆動される。
　更に望ましくは、前記ジャッキ装置は油圧シリンダ駆動手段を含み、前記油圧シリンダ
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駆動手段は前記ベース表面に対して、前記上面をほぼ鉛直方向に上昇または降下させる。
【００２０】
　更に望ましくは、前記ジャッキ装置は制御装置を含み、前記制御装置はユーザによって
操作可能であって、前記ジャッキ装置の上下動を制御し、前記駆動手段を操作する。
　望ましくは、前記制御装置は１対の駆動手段の同時操作を制御し、第１駆動手段を介し
て前記ベース表面に対して前記上面のほぼ鉛直方向の移動及び第２駆動手段を介して前記
中間部材の協働的な回転運動を影響する。
【００２１】
　更に望ましくは、前記第１駆動手段は油圧シリンダを含み、前記第２駆動手段は電気駆
動モーターを含む。
　望ましくは、前記上面が最終位置に移動される場合、前記油圧シリンダは前記スクリュ
ースレッドが前記ジャッキ装置において、何れかの荷を実質的に支持するように少々後退
する。
【００２２】
　更に望ましくは、前記上面が移動される場合、前記油圧シリンダは前記スクリュースレ
ッドに加えられた、何れかの荷重を解放するように少々持ち上げられる。そして、前記油
圧シリンダ及び前記駆動モーターは、前記ジャッキ装置の上昇または降下を影響するよう
にほぼ同時に操作される。
【００２３】
　望ましくは、前記制御装置は前記ユーザによってキーボード、コンピューター、ＰＤＡ
または他の入力装置を介して操作可能である。前記入力装置は通信チャンネルを介して前
記制御装置に操作可能に接続される。前記通信チャンネルは有線または無線チャンネルを
介して前記ジャッキ装置にローカルまたは遠隔に接続するように設けられる。
【００２４】
　更に望ましくは、前記ジャッキ装置は少なくとも１つの他のジャッキ装置に操作可能に
接続される。また、前記ジャッキ装置は荷を持ち上げるために、別々または同時に操作す
るように制御される。
【００２５】
　より広い実施形態において、本発明はジャッキ装置を操作する方法を提供する。
　望ましくは、前記方法は、少なくとも１つのジャッキ装置を床面表面及び前記荷の間に
設置する手段と、上面の上昇または降下を制御するように制御装置を操作し、前記荷を上
昇または降下させる手段とを含む。
【００２６】
　更に望ましくは、複数のジャッキ装置は前記床面表面及び前記荷の間に設置される。前
記ジャッキ装置において、前記制御装置はユーザから入力情報を受信する。複数のジャッ
キ装置の各々は前記荷の上昇または降下を制御する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】延長された位置において、本発明の好適な実施形態に係るジャッキ装置を示す等
軸測視図。
【図２】収縮された位置において、図１に示された装置を例示する等軸測視図。
【図３】図１の装置を示す正面図。
【図４】圧縮された位置において、図２の装置を示す正面図。
【図５】本発明に係る装置を示す断面図。
【図６】本発明に係る装置を示す分解図。
【図７】ジャッキ装置を操作する制御装置を示すブロック線図。
【図８】複数のジャッキ装置の制御を示すブロック線図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　図面の全体を通して、他に明らかに示されていない限り、番号は類似な特性を表示する
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。
　ジャッキ装置１は、ほぼ管状または円筒状をなしており、ベース部材２、上側部材３及
び少なくとも１つの中間部材４を含む。
【００２９】
　ベース部材２はベース表面１９とスクリュースレッド６を含む。ベース表面１９は床面
表面５に固定される。スクリュースレッド６はベース部材２の内側表面に設けられる。
　上側部材３は上面６を有し、上面６は上昇または降下される荷または物体に係合する。
上側部材３はその外側表面にスクリュースレッド７を備える。
【００３０】
　中間部材４はベース部材２及び上側部材３の間に設けられる。追加の中間部材４は任意
に設けられる。各中間部材４はスクリュースレッド８、９を含み、スクリュースレッド８
、９は、中間部材４の外側表面及び内側表面に設けられ、隣接する部材のスクリュースレ
ッドに係合して、これと協働する。
【００３１】
　図に示すように、中間部材４の外側表面に設けられたスクリュースレッド８は、ベース
部材２の内側表面に設けられたスクリュースレッド６に係合して、これと協働する。更に
、中間部材４の内側表面に設けられたスクリュースレッド９は上側部材３の外側表面に設
けられたスクリュースレッド７に係合して、これと協働する。
【００３２】
　駆動手段は隣接する部材に対して各部材２、３、４の移動を許容する。例えば、中間部
材４はベース部材２に対して上方へまたは下方へ回転し、移動する。上側部材３は中間部
材４に対して上方へまたは下方へ移動する。望ましくは、後述のように、上側部材３は上
昇または降下する時、軸方向に回転することが制限される。
【００３３】
　駆動手段は様々な形態で例示されている。図に示された駆動手段は二段式の伸縮油圧シ
リンダ１１及び電気駆動モーター１０として示された主駆動手段を例示する。しかし、類
似な機能を得るための他の駆動手段の変更は当業者にとって容易になされることが理解さ
れるであろう。
【００３４】
　図では、装置１の各側にはリニア軸受１２が示されている。リニア軸受１２は中間部材
４の回転運動を許容するが、ベース部材２に対して上側部材３の回転運動を実質的に制限
しながら、上面６が鉛直方向に上昇または降下することを許容する。リニア軸受１２は、
代表的に三つ構成要素を含み、三つ構成要素は、例えば、ベース構成要素１３、中間構成
要素１４及び上側構成要素１５を含む。各構成要素はベース部材２に対して、上側部材３
の回転運動を実質的に制限するように摺動可能に接続する。
【００３５】
　図では、歯車装置１６が示されている。歯車装置１６は第１歯車またはより小さい歯車
１７を含む。第１歯車１７はリニア軸受１６に操作可能に接続され、駆動モーター１０に
よって駆動される。第２歯車１８は中間部材４に操作可能に接続され、第１歯車ホイル１
７と操作可能に係合し、駆動手段１０が回転される時、中間部材４を回転させる。望まし
くは、歯車装置１６は電気駆動手段１０によって駆動される。
【００３６】
　油圧シリンダ１１はベース部材２に対して、上側部材３をほぼ鉛直方向に上昇または降
下させるように設けられる。二段式の伸縮油圧シリンダが例示されているが、他の適切な
駆動手段は代替可能に設けられることが理解されるであろう。
【００３７】
　該装置を操作するため、望ましくは、制御装置はユーザによってジャッキ装置の昇降を
制御し、駆動手段を操作するように操作可能に設けられる。
　図７、８に示すように、制御装置は、ユーザ操作用の入力装置を介して、１つ以上のジ
ャッキ装置の操作を制御する。ユーザ操作用の入力装置は、キーボード、コンピューター
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、ＰＤＡまたはユーザが命令を入力することができる他の入力装置である。これはジャッ
キ装置にローカルに接続するように設けられてもよいし、有線または無線通信装置を介し
てジャッキ装置に遠隔に接続するように設けられてもよい。
【００３８】
　制御装置は複数のジャッキ装置１の同時操作を制御する。各装置は、１対の駆動手段１
０、１１を制御する。これによって、第１駆動手段１１を介してベース部材２に対して上
側部材３のほぼ鉛直方向の移動を影響し、第２駆動手段１０を介して中間部材４の協働的
な回転運動を影響する。
【００３９】
　望ましくは、第１駆動手段は１１油圧シリンダとして例示され、第２駆動手段１０は電
気駆動モーターとして例示される。変更は当業者にとって明らかであろう。
　使用中で、基本的な操作は代表的に以下の通りである。油圧は高圧線路から伸縮シリン
ダ１１に設けられた場合、低圧はスクリュー駆動モーター１０に応用される。
【００４０】
　何れかの荷は、実質的に、油圧シリンダ１１によって上昇される。同時に、スクリュー
駆動モーター１０が低い側のベース部材２から中間部材４を外れるように旋回し、上側部
材３を同時に伸ばすことで、油圧シリンダ１１をフォローするように中間部材４を回転さ
せる。
【００４１】
　一旦上昇された位置において、油圧シリンダ１１が少々後退する場合、ねじは静止的に
保持され、荷重は単にスクリュースレッドに加えられる。この自動的な機械手段によって
有効に荷を支持することができる。
【００４２】
　荷を降下させるため、油圧シリンダ１１はまずスクリュースレッドから荷重を少々解放
するために、上方へ登るように操作され、そして、スクリュースレッドが下方に回転し始
まることを許容する。この点において、シリンダ１１はその上方にスクリュースレッドが
存在する状態で下方への移動に変更する。何れかの段階において、油圧シリンダ１１また
はホースが故障した場合、油圧シリンダ１１が何れかの方向に進行しても、荷重がスクリ
ュースレッドに瞬間的に移動される。
【００４３】
　ロックされた位置において、万一危険な状態において故障が発生した場合、突然または
緩徐なシステムの故障が克服されることが当業者にとって明らかであろう。従って、何れ
かの荷の偶然な落下の危険性がほぼ最小化された状態において、何れかの重い荷の下方で
メンテナンス、保守要員及び設備は、安全的に取り入れられる。
【００４４】
　現行中、複数のジャッキ装置は同時に使用されることが理解されるであろう。制御回路
は様々な駆動手段を同時に操作するように用いられる。これによって、多数のジャッキ装
置によって荷の正確な比例バランスが得られる。様々なセンサーまたはモニターは、各装
置が一致に作動することを確保するように用いられる。または、他に要求されるように、
不均等な荷重分配、風などの環境要因などの変動も考慮される。
【００４５】
　当業者にとって、本明細書に記載されたジャッキ装置に対して様々な修正及び変更を行
えることが理解されるであろう。上記に広く記載されるように、本発明の趣旨及び範囲を
逸脱することなく、このような全ての修正及び変更は当業者には明らかであろう。
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